
学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

事例 6 東京都市大学

69

取組内容とその成果

プログラムの目的及び内容

東京都市大学が 1929（昭和４）年の創設以来、80

余年にわたって培ってきた少人数専門教育の実績に、

『攻めのインターンシップ』というキーコンセプトを

加えることで、総合大学としての学士力と就職力の

向上とを目指すものである。

本プログラムの諸施策は、単に大学側が一方的に

学生に提供するものではなく、教職員、学生、そし

て卒業生までもが一体となった取組であることに、

その特色がある。本学がこれまで営々と積み重ねて

きた少人数専門教育の豊かな実りであり、かつ本学

の誇りであるところの優れた卒業生たちと密な連携

を取りながら、教職員が新たな就業体験先（インター

ンシップ受入企業）を開拓、学生たちが自ら選んで

就業体験を行う、『攻めのインターンシップ』は、全

学一体を象徴する施策といえる。

これと同時に本プログラムでは、オリジナリティ

溢れるキャリアデザイン講座を開講、講師の育成も

含めてその充実を図ってきた。さらに、こうした施

策の実効性を高めるため、就職担当職員によるキャ

リアカウンセラー資格取得の推進や、カウンセリン

グのバックグラウンドデータとなる学生支援シート

システムのブラッシュアップ、未内定学生や既卒者

のフォローアップなど、学生に対するカウンセリン

グ機能の強化を進めてきた。こうして醸成された社

会人基礎力と就業力の向上により、持続可能な社会

の発展に寄与できる人材を育成することが、本プロ

グラムの目的である。

到達目標

１．インターンシップ拡充の施策により、取組期

間内に現状 30 社程度の受入先企業を 200 社以上獲得

し、参加学生数を 100 名以上とする。

２．キャリアデザイン講座を導入・開講し、取組

期間内に専任教員及び卒業生を活用した独自の実施・

運営へと移行する。また授業改善アンケートの評価

点指標が 4.0 以上（最高 5.0）とする。

３．カウンセリング機能の強化では、専任職員４

名が高度な専門的知識を有する就職指導資格である

キャリアカウンセラー資格を取得する。

４．学生支援シートシステムのブラッシュアップ

では、利用者アンケートの評価点指標が 4.0 以上（最

高 5.0）とする。

プログラムの実施内容

１．実施内容

本プログラムは、2009( 平成 21) 年度から 2011( 平

成 23) 年度までの３年間、以下の４つを柱に、学生

のキャリア支援を実践。

①卒業生が活躍する企業、教員の研究関連企業、

本学が関連する東急グループなどの各社からイン

ターンシップ先を開拓し、学生に就業体験の機会を

提供する。

②独自のキャリアデザイン講座を専任教員が企画

立案し、開講することにより、学生の卒業研究と就

職に関わるモチベーションを高める。

③職員のキャリアカウンセラー資格の取得により

支援の高度化を図る。

④学生支援シートシステムをブラッシュアップし、

サポート体制を向上させる。

２．実施体制

取組全体については、教務委員会、学生部委員会、

キャリア委員会を統括する大学運営戦略会議が推進

役となり、実務は、教務委員会、学生部委員会、キャ

リア委員会と学生支援センター、キャリア支援セン

ターが連動して行う。

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒158－8557 東京都世田谷区玉堤1-28-1
学校法人 五島育英会

少人数専門教育と『攻めのインターンシップ』による就職支援

私立 東京都市大学
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プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

全学に対しては、大学運営戦略会議が中心となり、

教務委員会、学生部委員会、キャリア委員会を通じ

て周知を行い、さらに、学長をトップとしたインター

ンシップ推進プロジェクトを立ち上げ、学部毎に担

当の教員を選出し、キャリア支援センター職員と連

動して当該プログラムの周知徹底を行った。直接学

生に対しては、インターンシップ等のガイダンス、

学内ポータルサイト、ポスター貼付、インターンシッ

プ検索システムを通じて情報提供を徹底した。

２．当該プログラムの成果

①自己評価は、どのような観点で行ったか。

・インターンシップの拡充（受入企業数、参加学生

数）

・キャリアデザイン講座の充実（受講学生数、受講

学生の満足度、自主運営）

・カウンセリング機能の強化（相談担当職員の資格

取得人数）

・学生支援シートシステムのブラッシュアップ（利

用教員の満足度）

②到達目標に達したか。

・インターンシップの拡充

インターンシップ受入企業数は、2009( 平成 21) 年

度に約 30 社、翌 2010( 平成 22) 年度に約３倍の 92 社、

2011( 平成 23) 年度には当初の目標であった 200 社に

対して 186 社と達成率 93％、平成 21 年度の 6.2 倍と

なった。次に参加学生数は、2009( 平成 21) 年度 54名、

2010( 平成 22) 年度 182 名、2011( 平成 23) 年度 193 名

となり、目標であった 100 名以上を達成することが

できた。

・キャリアデザイン講座の充実

キャリアデザイン講座の受講者数は、2009( 平成

21) 年度 36 名（３年生 36 名）、2010( 平成 22) 年度

267 名（３年生 36 名、２年生 231 名）、2011( 平成

23) 年度 673 名（３年生 322 名、２年生 351 名）となり、

順調に増加できた。また、評価点指標 4.0 以上を目

指した受講生の満足度については、2011( 平成 23) 年

度の講座で「授業内容はよく理解できましたか」と

の問いに、５段階評価で 4.2、「授業内容は今後の勉

学や社会生活に役立つと思いましたか」では 4.4 の

高評価を得た。自主運営については、2011( 平成 23)

年度、３年生の講座は全て専任教員で行った。

・カウンセリング機能の強化

相談担当職員の資格取得人数は、2009( 平成 21) 年

度３名、2010( 平成 22) 年度１名、2011( 平成 23) 年度

１名となり、目標であった４名を達成することがで

きた。独自取得者を含めると、専任職員 13 名中８名

が有資格者となり、外部の相談員の有資格者８名と

合わせて計 16 名の体制となった。

・学生支援シートシステムのブラッシュアップ

利用教員の満足度について、学生支援シートシス

テムのブラッシュアップが終了した 2011( 平成 23) 年

度にアンケート調査を実施し、学生個人の傾向に対

応した個別の指導に有効活用できた等の意見があり、

利用満足度は５段階評価で 4.25 と、目標であった 4.0

以上を達成することができた。

③具体的な成果は何か。

・インターンシップの拡充

「リーフレット」などを用いた受入企業開拓

企業訪問の実施により、企業の人材育成方針や学

校教育に対する要望等を確認すると同時に、業界の

最新情報や人材に対するニーズも把握でき、インター

ンシップを通じて参加企業との継続的な信頼、協力

関係が構築された。また、社内の雰囲気や所在地等

の情報も直接学生に伝えることができ、学生が安心

して参加できる体制を整えることができた。

「インターンシップ受入企業検索システム」の開発

本学専用のインターンシップ検索システムを利用

することにより、本学学生に対するインターンシッ

プ情報を容易に入手することができるようになり、

インターンシップの参加者の増加に繋げた。

就業体験を円滑に進める「ガイダンス」

ガイドブックやDVDを活用したガイダンスの実

施により、学生はインターンシップの意義と目的に

ついての理解を深め、インターンシップ参加時には

実際の職場や仕事に対してスムーズに体験すること

ができ、自己の職業適性やキャリアパスについて考

える契機となると同時に、就職活動の方向性を具体

的に検討するきっかけとなった。

受入先企業も参加する「成果発表会」を開催

企業での研修内容やそこで感じ、学んだ体験、成

果を発表することで、本人の振り返りになることは

勿論、プレゼンテーション能力を向上させ、同時に
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次年度以降参加を希望する学生への情報提供と、イ

ンターンシップ参加意欲の向上にも繋げることがで

きた。

・キャリアデザイン講座の充実

キャリア関連講座は、就職関連セミナー等と連携

して就職活動の日程を考慮した授業内容とすること

によって、より実践的な指導を行い、学生に行動す

るきっかけを与えることができた。２年生対象の

「キャリア開発（１）」で「学びの意味」の理解から始め、

３年生対象の「キャリア開発（２）」では、実際の就

職活動に直結する内容を網羅した。学生の今後の勉

学、卒業研究や就職へのモチベーションおよび学士

力の向上に重要な役割を果たした。また、学生から

の就職に関する指導の希望が増し、学生と教員との

距離を縮めることができ、学生・教員が一体となっ

た就職活動の端緒ともなった。

・カウンセリング機能の強化

就職相談員（キャリアカウンセラー等）の常駐化

による就職相談体制の強化により、学生への適切な

助言、指導機会が増え、学生の就職活動に対する意

欲の向上や、学生の適切な進路選択が可能となった。

就職活動ピーク時にエントリーシートや面接対策等、

学生への適切な助言・指導が強化されることにより、

学生が自信を持って就職活動に取り組むことが可能

となった。就職支援の強化が図られ、学生の就職相

談件数も増加し、2012( 平成 24) 年３月 21 日現在で

就職内定率は 93.0％と、前年同時期に近い結果を残

すことができ、内定率の向上に寄与することができ

た。キャリアカウンセラー資格取得者による就職相

談体制の充実により、学生がより主体的なキャリア

形成の実現に向けた的確なアドバイスや支援が可能

となり、学生たちが自律型のキャリア形成を行える

ようになった。

・学生支援シートシステムのブラッシュアップ

学生支援シートシステムには、学生個々の学修記

録、課外活動記録、そして１年生から３年生までの

キャリア意識の変化を反映した進路適性試験結果が

収録されている。就職支援面談に際して必要となる

学生基礎データをWEB画面よりアンケート形式で

入力できる機能の導入と、学生支援シートシステム

との連携する機能設計を行い、学生と教職員との間

で双方向のやり取りが可能となる環境を構築するこ

とができ、進路適性試験結果だけでは得られない、

学生の生の声を学生支援シートシステムに反映させ

ることが可能となった。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

・インターンシップの拡充

インターンシップ受入先企業の開拓ノウハウを活

用して、国内だけに限らず海外も含めたインターン

シップを拡大していく。また、学生のインターンシッ

プ情報を検索するためのシステムが整ったので、新

たな情報更新を都度行っていく。ガイダンスで活用

したインターンシップガイドを更新していき、今後

も実施していく。成果発表会開催による学内外への

浸透を次年度も行っていく。

・キャリアデザイン講座の充実

当該プログラムにより実施したカリキュラムを基

に、専任教員や非常勤講師の招聘による自主運営を

行っていく。

・カウンセリング機能の強化

資格取得したキャリアカウンセラーの継続学習を

行っていく。また、資格取得したノウハウを活かし

て、学生相談業務を行う他の職員に対する指導を行っ

ていく。

・学生支援シートシステムのブラッシュアップ

今後も学生支援シートシステムへの継続的な情報

の追加により、教員による指導と学生の成長度合い

等、経年変化の分析を通じて効果的な学生相談業務

に繋げていく。

２．今後の計画

・インターンシップの拡充

2012( 平成 24) 年度より現在の単位認定の仕組みで

ある２週間２単位制を、１週間１単位制とするなど、

受け入れ企業にとっても、参加する学生にとっても

実効性の高い方法を模索していく。また、ワーキン

ググループを立ち上げ、海外に関連するインターン

シップの実現にも尽力し、グローバルに活躍できる

人材育成のため一層の力を注ぐ。昨年に引き続き、

インターンシップガイダンスを６月に実施し、成果

発表会を 11 月に開催することが決定している。

・キャリアデザイン講座の充実

昨年同様、2012( 平成 24) 年度も２、３年生に開講

する。

・カウンセリング機能の強化
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月１回程度、定期的にカウンセリングの勉強会実

施を計画している。

・学生支援シートシステムのブラッシュアップ

学生支援シートシステムは、今年度も 1年生から

３年生までの進路適性検査を実施し、学生支援シー

トシステムに最新の情報として取り込むことが決定

している。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

2009( 平 成 21) 年 度 は 後 期 に、2010( 平 成 22)・

2011( 平成 23) 年度は前・後期に、少人数講座とその

後の個別相談をセットにしたプログラムを実施した。

講座で受講者の現時点での問題点を明らかにした上

で、個別相談を通じてその改善を行った。講座を受

けさせるだけではなく、その後の個別相談をパッケー

ジ化したことで、きめ細かなサポートができ、実際

の内定獲得にも繋がった。さらに、2011( 平成 23) 年

度は、10 月末時点で個別相談を継続利用している未

内定者を対象に、「集団模擬面接会」を行い、その結

果と学生個々の特性並びに学生自身の希望を踏まえ

て、その後の個別相談を中心とする支援体制の見直

し・強化を図り、内定獲得までのサポートを行った。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

それまで個別相談を利用していた学生については、

卒業時に本人の意思を確認し、継続して相談の希望

がある場合は、卒業後も引き続き早期の就職を目指

したサポートをした。また、希望者には企業から送

られてくる既卒者向け求人票を閲覧できるようにし

た。
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評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

これまで培ってきた教育的財産（工科系単科大学

での少人数専門教育など）を有効に活かしながら、

しかも、単に学生への支援という次元に止まるので

はなく、教職員や卒業生のネットワークのよさも取

り込みながら攻めの就職支援を行なっていくという

姿勢が明確であり、そのことが本プログラムを優れ

たものにしている。

「攻めのインターンシップ」の充実、キャリアデ

ザイン講座の開設、専任職員のキャリアアドバイ

視察日：2012(平成24)年11月29日（木）

総　 評

本プログラムは、下記の４本の柱で構成され、そ

のそれぞれについて到達目標を数値で明示してお

り、プログラム実施期間の３年間で、その数値目標

をほぼ達成している。

実地視察では、これらの目標達成に向けてどのよ

うな特色ある取組が行われたのかを確認した。

①学生に就業体験の機会を提供するためのインター

ンシップ先の拡充

本学を設置する学校法人が東急グループと関連

するという強みもあって、ほぼ 200 社のインターン

シップ先の確保を実現した。企業が参加する成果発

表会も実施し、プレゼンテーション能力も培ってい

る。インターンシップについては、企業からも学生

の成長が感じられるとの評価が得られている。現

在、この経験を活かし、外国企業等と関係のある教

員の参画を得て、海外へのインターンシップ先の拡

ザー等の資格取得増加、学生支援シートシステムの

拡充など、当初の目標通り取組が実施されており、

当初達成度指標にそって適正に成果が示されてい

る。

また、課外活動および正課教育、さらに就職支援

体制とその相談の基礎となる学生情報の蓄積システ

ムの整備がバランス良く展開されている。

このように、到達目標とその達成のための方法も

よく現状をふまえて工夫されており、このことが学

生の就職支援や就職内定などの好結果につながって

いる。今後これらのプログラムの成果を一層発展さ

せることによって効果が期待される。

大に取り組んでいる。

②専任教員による独自のキャリアデザイン講座の開

講

企業での就業経験のある教員を中心に本学の教員

によるオリジナルの内容で実施されているキャリア

デザイン講座は、単なる就職支援ではなく、大学で

の学習のモチベーションを高めることを目指してい

る。年々、履修学生数も増加しており、教員も学生

の学習意欲が高まってきたことに手応えを感じるな

ど、学生と教員の相乗効果により内容の充実が図ら

れているとの回答を得た。

③職員のキャリアカウンセラー資格の取得による支

援の高度化

目標を上回る５名の職員がキャリアカウンセラー

の資格を取得しただけでなく、自主的に資格取得し

た職員もおり、全キャンパスに有資格職員を配置し

ている。外部のキャリアカウンセラーだけに頼るこ

となく、職員が自信を持って任務にあたっている。
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キャリア支援の方針は、学生の自律性を育てること

にあり、学生の相談も、依存型から自分で考えると

いう姿勢へと変化が見られるとのことである。

④学生支援シートシステムのブラッシュアップとサ

ポート体制の向上

学生支援シートは、学生に対して的確な助言・指

導を行えるように、学生ごとに学修記録や適性試験

の結果などが記録されたシートである。学生支援

シートの活用により、学生との面談で適切なアドバ

イスができるようになったことから、全キャンパス

での運用を目指している。

以上のことから、本プログラムが就職支援に有効

に機能するとともに、今後も着実に推進される体制

にあると確認することができた。

個別事項

学生３名へのインタビューでは、各人とも大学に

よる就職支援に満足しているとの回答を得た。特に、

インターンシップが学生の進路決定に少なからず影

響を与えていることが判った。

ただ、学生支援シートについては、３名ともその

存在を知らなかった。シートは、教職員向けに作ら

れたものであり、そのこと自体に問題があるわけで

はないが、学生が自身の学習の軌跡を振り返ること

を目的とした学習ポートフォリオとこの学生支援

シートを連携させるなどして、学生自身が成長の記

録を確認できるようになると、さらに充実した支援

体制が構築できるのではないか。




